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第 4 章 今後の大学キャンパスの設置と運用 

 

4-1 大学設置基準の再検討 

 

4-2 21 世紀型大学キャンパスの施設水準 

  4-2-1 道のルール 

4-2-1-1 幹線道路 

4-2-1-2 基線道路 

4-2-1-3 細線道路 

4-2-1-4 駐車場、駐輪場 

4-2-2 緑・水のルール 

4-2-3 建物のルール 

4-2-3-1 建物群・隣棟間隔 

4-2-3-2 建物アプローチ 

4-2-4 配置のルール 

4-2-4-1 領域・スペース 

4-2-4-2 敷地境界 

4-2-5 広さのルール（屋内） 

   4-2-5-1 講義室（小/中/大） 

4-2-5-2 演習室 

   4-2-5-3 実験・実習室 

   4-2-5-4 研究執務室 

   4-2-5-5 事務室 

   4-2-5-6 図書館・室 

   4-2-5-7 屋内運動場・室 

   4-2-5-8 課外活動室 

   4-2-5-9 食堂・学生会館など 

 

4-3 大学キャンパス設置計画、設置後運用における要件 
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第 4 章 今後の大学キャンパスの設置と運用 

 

4-1 大学設置基準の再検討 

 

大学キャンパスの敷地、施設整備の現状から、大学キャンパスの校地・校舎整備に必要

な事として、以下の様な守るべき性質が捉えられた。 

①学生が教育を受けるために適切な施設及び設備を設けること、 

②教員が教育、及び研究を行うために適切な施設、及び設備を設けること、 

が基本にあり、また、その活動を支え円滑・かつ安全に運営するために、③事務、運営管

理を行うものがその業務を行うために適切な施設、及び設備を設けることが、大学キャン

パス毎の校地・校舎整備に必要である。そのため、現行の最低設置基準を大学全体での設

定のものから、キャンパス単位での整備を前提とした場合、キャンパスによって柔軟に対

応し、校地・校舎面積の学生単位の面積基準の撤廃も含めて検討しなければならない。但

し、そうした場合キャンパスの自立性がなく、大学キャンパスとしての設置目的、質・内

容、規模は非常に限定される事が考えられるため、運営状況の継続的な確認が必要となる。       

（参照：キャンパス整備の最小単位性について→3-2-2） 

求められる標準的なキャンパス整備には、厚生補導の組織がその業務を行うために適切

な施設及び設備を設けることが必要となり、これには、食堂や購買部、学生会館や図書館

を含め、屋外・屋内運動施設等とそのための管理施設が挙げられる。キャンパス内で学生

や教員・職員の生活行動が可能でありキャンパスの自立性が確保できる整備となる。 

目指すべき目標水準としては、標準的な整備と併せて、大学の特性に応じた研究施設、

講堂等を設けキャンパス環境の価値を高める段階が挙げられる。そうした場合、設けられ

た施設に応じて、キャンパス校地・校舎の屋内・屋外空間の余裕も一層必要となる。 

（参照：校地・校舎整備の 3 区分について→3-4-2） 

こうした施設・空間の性質を校地・校舎整備の水準として設定した場合、諸用途に対す

る空間使用、人員運用を併せて検討する必要がある。そのための内容は、教育空間に関し

ては①講義室、②実験室、③学生室、④学生研究室、⑤学科・専攻図書室が挙げられ、研

究空間に関しては①専用研究室、②研究スペース、③学生担当規模、④大学院生率、⑤教

員専任率が挙げられ、活動支援環境に関しては①学科・専攻事務室、②学科・専攻会議室、

③職員学生率が挙げられた。 

上記項目によるキャンパス整備の実行のためには、空間使用・施設運営をコントロール

する機構・組織・人材を大学組織の一部に組み込み、確保することが重要な課題となる。

これは、上記の何れの指標もキャンパス役割類型によってその特性が現れるため、これら

は共通的な運用ではなく、キャンパスの実況に合わせた教育的側面、研究的側面、支援的

側面に対する単位面積量、人員整備の配分の判断を行い充足させる必要があるからである。 

（参照：指標の概要について→3-3-1、類型別の指標特性について→3-3-2） 

屋外余裕空間は、キャンパスにおける学生・教員・職員の居住時間を増加させ、より高

度で広範な活動が可能になり、結果として教育、研究活動の向上のための必要空間である

事実が確認された。また、こうした屋外余裕空間は施設改修等の経年的なキャンパス環境

の質的維持において有効な土地となり、その整備の位置付けを明確にしておく必要がある。 
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4-2 21 世紀型大学キャンパスの施設水準 

  

ここまでに捉えてきた、大学キャンパス校地校舎の数値的特性及び、現地調査から抽出

された空間的特性を併せて捉えることで、今後の大学キャンパスの施設水準を求める。 

 設定項目は、これまでの集計・調査から類型によって特性が得られた以下の通りとした。 

 

4-2-1 道のルール -対応数値：建蔽率、画像個別数値：道路率、駐車場率 

4-2-1-1 幹線道路・・・・・・・・・（1） 

4-2-1-2 基線道路・・・・・・・・・（2） 

4-2-1-3 細線道路・・・・・・・・・（3） 

4-2-1-4 駐車場、駐輪場・・・・・・（4） 

 

4-2-2 緑・水のルール・・・・・・・・（5）-対応数値：敷地面積 

 

4-2-3 建物のルール -対応数値：敷地面積、画像個別数値：建蔽率 

4-2-3-1 建物群・隣棟間隔・・・・（6） 

4-2-3-2 建物アプローチ・・・・・（7） 

 

4-2-4 配置のルール 

4-2-4-1 領域・スペース・・・・・（8） -対応数値：空地面積 

4-2-4-2 敷地境界・・・・・・・・（9） -対応数値：敷地面積 

 

4-2-5 広さのルール（屋内） 

 4-2-5-1 講義室（小/中/大）・・・・（10、11、12） -対応数値：講義室面積/人 

4-2-5-2 演習室・・・・・・・・・・（13） -対応数値：演習室面積/人 

 4-2-5-3 実験・実習室・・・・・・・（14） -対応数値：実験・実習室面積/人 

 4-2-5-4 研究執務室・・・・・・・・（15） -対応数値：研究室面積/人 

 4-2-5-5 事務室・・・・・・・・・・（16） -対応数値：事務室面積/人 

 4-2-5-6 図書館・室・・・・・・・・（17） -対応数値：図書館用途面積/人 

 4-2-5-7 屋内運動場・室・・・・・・（18） -対応数値：屋内運動用途面積/人 

 4-2-5-8 課外活動室・・・・・・・・（19） -対応数値：課外活動用途面積/人 

 4-2-6-9 食堂・学生会館など・・・・（20） -対応数値：厚生施設用途面積/人 

 

また、安全・安心・快適のルール、通時的歴史性のルール、風土性のルールは上記各項

目に対する評価として現れる。
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4-2 21 世紀型大学キャンパスの施設水準 

4-2-1 道のルール  

4-2-1-1 幹線道路 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

総合・文理混合 

キャンパス 

人文学系メイン 

キャンパス 

医歯学系メイン 

キャンパス 

敷地建蔽率の 

累積割合分布 

■：人文学系メイン 

●：総合・文理混合 

◆：医歯学系メイン 

○：理工学系メイン 

□：教育学系メイン 

◇：その他系メイン 

・メインストリートは歩道

(±2.4m)、芝生の緩衝帯、自
転車道路(±1.6m)、車道(±
4.5m)と分かれている。道路
幅は 8m程度取られている。
・通学時、授業の合間のメイ

ンストリートは車両と自転

車と歩行の通行で混雑する。

・大木を避けて歩道が設置さ

れている。 

・文系総合研究棟の車両道路

側の入口。路上駐車が多い。

・キャンパスが市中心部から

離れる立地性もあり、歩道が

狭く車両交通が中心の構成

になっている。 
・キャンパスが公道を挟んで

隣接しているため、キャンパ

ス全体の移動は一部公道利

用となっている。 

0 0.2 0.4 0.6 0.8 1

～5.0

～10.0

～15.0

～20.0

～25.0

～30.0

～35.0

建蔽

率％

％

・キャンパスが立地するパー

ク内の道路に車通りはほと

んどない。 
・パーク内道路は屋外運動場

と建物とを分断する。 
・キャンパスへの唯一の公的

交通手段である路線バス（2
路線）は、坂が降雪、凍結し

て運休になることがある。

・道は全て公道になってい
る。建物へのエントランス、

導入路はあるが、キャンパス

内の道らしきものは無い。

・キャンパスの立地する気候に配慮した計画 

・キャンパス開発・整備を制御し、方向付けるための道路計画

目指すべき水準 

守るべき基準 
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・入構した車両が必ず通る道

路。幅も狭く、また学生の歩

行も多く見られ、道路計画と

しては劣悪である。車道：車

両１台分、歩道：片側 1M強
・歩道と車道が区別されてい

るが、自転車道はない。また、

歩道の幅が狭く、授業時間な

ど学生の一斉移動のときは

混雑する。 
・街路樹は歩行者専用デッキ

となっている。唯一の歩車分

離の計画である。 

理工学系メイン 

キャンパス 

教育学系メイン 

キャンパス 

その他系メイン 

キャンパス 

・中庭を形成する校舎群の外

周を通る車両用道路 
・車両道路には歩行者道路は

併設されていない。道幅は約

７m。 
・校舎に囲まれた中庭が主要

な歩行者動線である。 

・直線が１ｋｍに及ぶため、

スピードの出し過ぎが危険。

・大学敷地の塀がないため、

一般車も進入してくる。 
・道路脇は廃材置き場となっ

ている。 ・幹線道路は駅方面の入り口

からキャンパスの中心に向

かっている。 
・建物が取り壊されたところ

で明るい道だが建物が建つ

と暗く人通りも少ないイメ

ージの道となる 

・メインストリートの二車線

の車道。西側より東側を見

る。車道を挟むように植樹帯

があり、さらにその外側に歩

道がある。 
・各棟と歩道の間にも芝生の

緩衝帯がある。 

・歩車分離による敷地内移動の誘導計画、移動手段変更場所の配置・計画 

・環境負荷の低減（排気制御、廃棄制御、透水舗装化、緑化など）の積極的導入
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4-2-1 道のルール  

4-2-1-2 基線道路 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 

総合・文理混合 

キャンパス 

人文学系メイン 

キャンパス 

医歯学系メイン 

キャンパス 

敷地建蔽率の 

累積割合分布 

■：人文学系メイン 

●：総合・文理混合 

◆：医歯学系メイン 

○：理工学系メイン 

□：教育学系メイン 

◇：その他系メイン 

・車道は徐行用のラインや横

断歩道など、一般道と変わら

ない。学外の人たちも容易に

利用できると考えられる。

0 0.2 0.4 0.6 0.8 1

～5.0

～10.0

～15.0

～20.0

～25.0

～30.0

～35.0

建蔽

率％

％

・道は全て公道になってい

る。建物へのエントランス、

導入路はあるが、キャンパス

内の道らしきものは無い。

・幹線道路から続く基線の道

路勾配。歩車道の分離はなく

非常にきつい勾配である。

・かなり急勾配なので、歩行

者に配慮して車のスピード

を落とす必要がある。

・スペースに余裕のある領域

では道路幅は広くなるが（約

7～9M）歩道の設置は無く、
車両交通が中心である。 

・幅員 4mほどの道路。両側
にも空間があるので見通し

はよい。研究所用の駐車スペ

ースはあるが、一部路上駐車

がある。 
・建物前の幅員 4mほどの道
路。道路脇にベンチ、自動販

売機などが並ぶ。オープンス

ペースの一部となっている。

・キャンパス内に細線に該当

するような道は無い。 

目指すべき水準 

守るべき基準 
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理工学系メイン 

キャンパス 

教育学系メイン 

キャンパス 

その他系メイン 

キャンパス 

・建物とテニスコートとの間

の道は駐輪場ではないが、バ

イクが置かれてあることが

多い。 
・道沿いにベンチがあり休み

時間に喫煙場所として利用

する学生が多い。 

・ボラード内は通常、車両進

入禁止区域である。各種業者

の搬入車などはボラードを

外し、車両進入禁止区域へ入

ることが可能。 

・とりわけ道路の舗装等の整

備はされていない。 
・路肩駐車用のスペースが確

保されている。歩車分離の場

合、身体障害者への配慮が特

に必要となる。 

・幹線と比べて、歩道と車道

の区分が希薄となっている。

また全体的に舗装状態も凸

凹であったりし、整備差が激

しい。 
・歩道の区別は無く、路上駐

車が多く見られた。 

・正面の歩行者通路から中庭

へ通り抜けるためのピロテ

ィ。降雨後のため、手前と奥

の段差部分に水たまりが出

来ており、道幅を制限してい

る

・北門入って直進する軸線は

木々が気持ちよいが、ここは

付属小学校の通学路として

指定されているため小学生

が多く見受けられる。歩道が

ついているが車道を歩行し

てしまっている。 
・自転車と歩行者両方の利用

があるが十分な通路幅があ

るので危険性は少ない。 

・建物と建物の間の道路は、

車両や機材、廃材が置かれて

いる。 
・館へ南側付近の道路では、

車、自転車、歩行者が混在す

る。 

・歩道整備、安全性確保の徹底

・附帯設備の設定・計画 
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4-2-1 道のルール  

4-2-1-3 細線道路 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 

■：人文学系メイン 

●：総合・文理混合 

◆：医歯学系メイン 

○：理工学系メイン 

□：教育学系メイン 

◇：その他系メイン 

0 0.2 0.4 0.6 0.8 1

～5.0

～10.0

～15.0

～20.0

～25.0

～30.0

～35.0

建蔽

率％

％

・キャンパス内に細線に該当

するような道は無い。 

総合・文理混合 

キャンパス 

人文学系メイン 

キャンパス 

医歯学系メイン 

キャンパス 

敷地建蔽率の 

累積割合分布 

・道路整備によるキャンパス内の領域形成 

・植栽、オープンスペース等と一体となった屋外空間の個性化 

目指すべき水準

守るべき基準 

・歩車分離が図られた歩道。

歩道は赤系のタイルでそれ

とわかるよう作られている。

・通学時は歩行者と自転車で

混雑し、危険を感じる。 
・キャンパスの西側へ抜ける

歩道は、素材で歩行者と自転

車を分けている。 

・ポールで歩道部分を分けて

いる。 

・キャンパス内に細線に該当

するような道は無い。 

・キャンパス内の歩行者用道

路。二輪車の乗り込みが見ら

れる。 

・大きな林のような緑地帯と

小道や丘などを有する計画

された緑地帯の間の道 
・各棟・各道に向かうみ道が

いたるところに張り巡らさ

れている。 

・環状の幹線道路のあいだを

幅員 3m ほどの通り抜け道

路がはしる。両脇は植栽で気

持ちよい。 
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理工学系メイン 

キャンパス 

教育学系メイン 

キャンパス 

その他系メイン 

キャンパス 

・路上駐車・駐輪への対策 

・附帯設備による屋外通路空間の性格の設定・計画 

・キャンパスモール内の小

径。植栽や岩で構成されてい

る。 

・舗装状態が悪化しており、

移動空間の維持管理が欠落

しやすい。 
・建物入口付近では路上駐車

のスペースとなりやすい。適

切な誘導計画が必要となる。

・建物間の通路。車両の姿は

殆ど無く、歩行用になってい

る。領域形成での建物周囲の

歩行用舗装の重要性。 

・歩道者用や大学会館(生協)
とつながっている道路とな

っている。時々自転車が見ら

れている。 

・道路幅は 3.5～4M 程度と

なっている。大型車が多くな

る事が考えられ、幅だけでな

く回転半径、停車、高さの確

保が必要である。 

・本部棟玄関から食堂（クロ

ーバーホール）へと続く歩行

者通路。スカイウェイが庇の

かわりとなっている。 
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4-2-1 道のルール  

4-2-1-4 駐車場、駐輪場 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 

目指すべき水準

守るべき基準 

■：人文学系メイン 

●：総合・文理混合 

◆：医歯学系メイン 

○：理工学系メイン 

□：教育学系メイン 

◇：その他系メイン 

0 0.2 0.4 0.6 0.8 1

～5.0

～10.0

～15.0

～20.0

～25.0

～30.0

～35.0

建蔽

率％

％

総合・文理混合 

キャンパス 

人文学系メイン 

キャンパス 

医歯学系メイン 

キャンパス 

敷地建蔽率の 

累積割合分布 

・大規模駐車場が各地区外周

部に整備されている。駐車場

と建物との距離の設定・計画

が重要である。 

・駐輪場は満員であり、駐輪

台数とスペースの適正化・整

合が運用段階で必要となる。

・学生用の駐輪場（駐輪容量

約 1000 台）。講義室から離
れるので利用率は低い。

・身体障害者用駐車場に駐輪

されている状況。 
・身障者用駐車場がきめ細か

く配置されている。また、そ

の横に来客用駐車場が用意

されている。 
・学内は車の乗り入れ禁止で

ある。教職員の通勤も全面禁

止であるが、不法に乗り入れ

た車を裏道に駐車している。

・駐輪場が建物入り口から遠

いため、自転車はあまりとめ

られていない。 
・建物入り口付近の路上駐輪

によって、非常に道幅が狭く

なっている箇所がある。 
・駐輪場はあるが、その外に

置かれている。

・学生棟前の駐輪場。通学手

段がバスあるいは自家用車

に限定されるために、車優先

の道のつくりになっている。

・学内における歩道、横断歩

道の表示が一般に不明確で

あるが、学生棟前の歩道はバ

リアフリーが配慮されてい

る。 

・地下駐車場入り口 
・自転車があふれかえってお

り、所狭く駐輪している。
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理工学系メイン 

キャンパス 

教育学系メイン 

キャンパス 

その他系メイン 

キャンパス 

・路上駐車・駐輪への対策 

・建物施設と駐車場・駐輪場との距離設定・計画 

・東西基線道路の幅員半分を

使って設置した「仮」自転車

駐輪場。屋根はない。 

・自転車置き場となっている

ピロティだが、多数の自転車

が倒れており見苦しい。 
・この地域は常に風が強いた

め、外部空間には風への対策

が必要である。 

・講義棟の入り口周辺には自

転車置き場が通路沿いに設

定されている。 
・図書館前のアプローチにお

いても自転車置き場が設定

されている。 

・緑地として整備する予定地

を暫定的に駐車場として利

用している。 

・駐車場の全体像。幹線道路

沿いに設けられている。ここ

で車両と歩行の区分がなさ

れている。 
・建物間には駐輪場が整備さ

れておりにも係わらず、自転

車による移動では建物入口

まで乗り込まれる。

・敷地入り口に駐輪場が整備

されているが、自転車の場

合、建物入り口前まで、乗り

入れ路上駐輪されている。

・エントランスに十分の広さ

をとっている分、駐輪場とな

ってしまっている。キャンパ

ス設置後の施設運営の中で

検討すべき項目である。

・入口の駐輪場が整備されて

いる一方で、路上駐輪されて

いるケースが多い。 
・建物の中庭には駐車整備さ

れているが、駐輪がバラバラ

となっている。歩行者に迷惑

をかけているとみられる。

・職員、学生・学年、外来者

などの区分で駐車場を区分

して駐車量をコントロール

している。駐車台数を制御し

道路、駐車環境を保つ運用が

必要である。 
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4-2-2 緑・水のルール  

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■：人文学系メイン 

●：総合・文理混合 

◆：医歯学系メイン 

○：理工学系メイン 

□：教育学系メイン 

◇：その他系メイン 

0 0.2 0.4 0.6 0.8 1

～5,000

～10,000

～20,000

～30,000

～40,000

～50,000

～60,000

～70,000

～80,000

～90,000

～100,000

～120,000

～140,000

～160,000

～180,000

～200,000

～220,000

～240,000

～260,000

～280,000

～300,000

～320,000

～340,000

～360,000

～380,000

～400,000

～450,000

～500,000

～550,000

～600,000

～max

㎡ ％

茨城大学：水戸 

守るべき基準 

目指すべき水準

総合・文理混合 

キャンパス 

人文学系メイン 

キャンパス 

医歯学系メイン 

キャンパス 

敷地面積の 

累積割合分布 

・エントランス前には植樹
帯が設けられている。 

・イギリス庭園の南側にある

「築山」と小さな池。 
・キャンパスの主幹線中央に

ある緑地の街路樹は緑濃い

キャンパスという印象をも

たせる主要素。落葉樹のた

め、冬は明るい。 

・自然を保持している。 
・キャンパス内の自然的空間

を含めた植生保全のために、

そのキャパシティとして敷

地全体の半分を自然林とし

て残している。 

・研究棟へつづく道路の先
は、鬱蒼とした木立が残る。

・街路樹も建物を覆ってしま

う大きさ。 

・校内の植栽、彦根城の中
堀、講堂が良好な景観をつく

っている。 
・街路樹も建物を覆ってしま

う大きさ。 

・キャンパス内を流れる小

川。下流で一級河川水系の支

流となる。 
・キャンパスは保存緑地、公

園、山林に囲まれ、周囲の自

然環境は豊富である。 

・里山・里地にリサーチパ
ークとして造成されたため

に、周辺には里山的環境が残

っており、建物内へ昆虫の迷

入も多い。一部にはレッドデ

ータブックに記載される危

急種の湿地性甲虫や草原性

チョウ類が含まれる。 
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理工学系メイン 

キャンパス 

教育学系メイン 

キャンパス 

その他系メイン 

キャンパス 

・地域と一体となった環境・植生保全 

・交通、廃棄、低エネルギーとの関係による次世代型キ

ャンパス計画の促進 

・キャンパス内の緑地・水環境の性格の設定・計画 

・建物、オープンスペースとの関係による個性化 

・学園広場。落葉樹が植えら

れ季節を感じられるが、冬期

は殺風景である。 
・敷地全体に渡って、芝生の

空地が広がっている。 

・山からの水脈がキャンパス

を抜けている。蛍の生息する

小川もある。 

・建物の周囲を緑化してい

る。花壇の周囲部分を座りス

ペースとして利用する学生

もいる。 

・広い芝生広場が確保されて

おり、自然に囲まれたオープ

ンスペースが多い。 
・広い芝生広場と自然林があ

り、課外活動をする人に対し

気持ち良く練習ができる。 

・キャンパスに隣接して公

園・山林があり、周囲の自然

環境は豊富である。 
・キャンパス周辺に植生が豊

富な一方、敷地内は植栽が多

く、区別されている。 

・敷地内の６８箇所の古墳の

うち３５の古墳を緑地とし

て保全している。 
・キャンパス入口の両側には

緩やかな芝生の岡が広がる。

・中庭は校地西側の林へと続

いており、周囲は十分な緑に

囲まれており心地よい。 
・エントランス棟から見える

小さな林はアイストップと

して残してある。建設時に地

域との話し合いをした成果

の一つである。 
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4-2-3 建物のルール 
4-2-3-1 建物群・隣棟間隔 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・キャンパス入口からのアプ

ローチもよく、建物前の空間

にも余裕がある。 
・剪定された樹木と芝生の庭

を囲むように、保存建物群が

取り巻く。 
・昭和 2 年竣工の 1,042 席あ
る講堂（保存建物）。ロマネス

ク様式の建物で、キャンパス

建物群の基本的意匠をなす。

・幹線に接続されていない。

・左右に、植栽されたオープ

ンスペースが広がる。 
・隣棟間隔には余裕があり、

ほぼ同間隔で配置されてい

る。 
・キャンパスは、講義･研究

棟、実習棟、ゲート棟（事務

室、図書館、食堂等を含む）、

オーヴァルホール（研修ホー

ルを含む）、学生棟（サーク

ル室）にゾーニングされる。

・講義・研究棟の内廊下はガ

ラス張りのため夏暑く、冬寒

い。生活快適性が悪い。 

総合・文理混合 

キャンパス 

人文学系メイン 

キャンパス 

医歯学系メイン 

キャンパス 

敷地面積の 

累積割合分布 

■：人文学系メイン 

●：総合・文理混合 

◆：医歯学系メイン 

○：理工学系メイン 

□：教育学系メイン 

◇：その他系メイン 

0 0.2 0.4 0.6 0.8 1

～5,000

～10,000

～20,000

～30,000

～40,000

～50,000

～60,000

～70,000

～80,000

～90,000

～100,000

～120,000

～140,000

～160,000

～180,000

～200,000

～220,000

～240,000

～260,000

～280,000

～300,000

～320,000

～340,000

～360,000

～380,000

～400,000

～450,000

～500,000

～550,000

～600,000

～max

㎡ ％

守るべき基準 

目指すべき水準 
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・経年的に計画された隣棟間隔の確保

・風土、気候に適合した建物配置計画

・対称性を意識して設計され

ているが、校地全体の配置計

画、キャンパス内の軸線とは

無関係。 
・大学がこの地に立地する前

は基地として利用されてい

たが、その名残の施設がいく

つか存在する。 

・階段で登らなくてはならな

い箇所があり、バリアフリー

となっていない。冬季の凍結

は危険である。 
・斜面は緑地となっている。

・研究棟と実習棟の間は、通

路と駐車場になっており、あ

ふれた車が通路に駐車して

いる。 

・研究棟同士は緑地帯で隣棟

間隔を広く取られている。

・広い隣棟間隔、オープンス

ペースは建物の維持管理・改

築時に空地として必要な空

間といえる。 
・一方で、全体計画がなくオ

ープンスペースが消耗され

ている。 

・建物の間には中庭が設けら

れており、隣棟間隔が適度に

保たれている。 
・建物間の移動用通路はキャ

ンパスの立地する気候に不

適切であり、横風・風雨から

の防護には効果がない。 
・各種屋内運動施設は個々の

建物ヴォリュームが大きい

ため、その周囲の空地の取り

方が重要となる。 

理工学系メイン 

キャンパス 

教育学系メイン 

キャンパス 

その他系メイン 

キャンパス 
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4-2-3 建物のルール 
4-2-3-2 建物アプローチ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 

■：人文学系メイン 

●：総合・文理混合 

◆：医歯学系メイン 

○：理工学系メイン 

□：教育学系メイン 

◇：その他系メイン 

0 0.2 0.4 0.6 0.8 1

～5,000

～10,000

～20,000

～30,000

～40,000

～50,000

～60,000

～70,000

～80,000

～90,000

～100,000

～120,000

～140,000

～160,000

～180,000

～200,000

～220,000

～240,000

～260,000

～280,000

～300,000

～320,000

～340,000

～360,000

～380,000

～400,000

～450,000

～500,000

～550,000

～600,000

～max

㎡ ％

・歴史的建造物をそのまま残

しているため閉鎖的ではあ

るが、タイル舗装でつながり

を作っている。 
・屋内と屋外の視覚的繋がり

もあるが、前面は駐輪所湯と

して整備され、心地よいオー

プンスペースがない。 

・理学部棟前のスペースは植

樹帯を中心としてロータリ

ーになっている。 
・駐輪場に自転車が収まりき

らず歩道等に駐輪が目立つ。

・身体障害者用スロープが設

置されている。 

・正門からの動線に配慮した

出入り口が設けられる。 
・研究室を持たない人文系の

学生にとって、掲示板から得

る情報は重要である。 

・大学会館入り口前はウッド

デッキとなっており広場の

ような空間となっている。

・ペデストリアンデッキから

研究講義棟、図書館等へアプ

ローチする。 

・道路から少し入ったオープ

ンスペースでは、授業中、講

義を受ける学生の駐輪スペ

ースとなっている。 
・講堂は外部の利用者もあ

り、キャンパス入口からのア

プローチもよく、建物前の空

間にも余裕がある。 

・各棟が外廊下で結ばれるた

めに、降雨・降雪・強風時は

通行に支障がある。 
・棟と棟の間に 1階分の段差
があるために、車椅子利用者

は余分な動線が必要となる

ことがある。 

総合・文理混合 

キャンパス 

人文学系メイン 

キャンパス 

医歯学系メイン 

キャンパス 

敷地面積の 

累積割合分布 

・１階部分が学生の作品を展示するギャラリーに

なっている。 
・駐輪場に収まらない大量の自転車が入口へのア

プローチを妨害している  

・１建物間は渡り廊下で接続

されている。屋根上部も歩行

可能になっている。 
・入口方向がばらばらのた

め、オープンスペースが取ら

れていても、領域は形成され

ていない。 

守るべき基準 

目指すべき水準 
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理工学系メイン 

キャンパス 

教育学系メイン 

キャンパス 

その他系メイン 

キャンパス 

・大学会館前は喫煙場と休憩

場を設置して、学生たちの休

憩、会話が出来る良い場所で

ある。 
・大学会館前は広場状の道路

があり、樹木もあり、スケー

ル感が良い。 

・低層部は街路空間としてオ

ープンスペースと一体的に

しつらえ、ヒューマンスケー

ルで変化を持っている。 
・アライバルポイントに人を

迎え入れる装置としてのゲ

ート 

・ピロティ、歩行者通路にな

っているオープンスペース

によって各棟の入口が繋げ

られている。 
・オープンスペース側に開か

れ、屋外と屋内の繋がりが意

識されている。 

・広場に面して設けられた移

動空間。講義棟をつなぐ渡り

廊下であり、授業前後の学生

活動を担保する空間となる。

・学生が一斉出入りする空間

がなく、学生の移動空間の環

境の保持が必要である。 

・図書館前のアプローチ。ス

ロープはない。 
・東西にかなり傾斜のある敷

地に立てられているために、

建物はこの方向に棟毎に半

階ずれるため、接続部分は階

段やスロープになっている。

・福利厚生施設の北側はタイ

ル張り舗装された空地があ

り、テラスのような空間とし

て利用されており、晴れの昼

食時は季節を通じて学生で

にぎわう。 

・工芸アトリエの屋外作業ス

ペース。屋外での作業場所を

確保するとともに、アトリエ

棟を細分し、採光面積を増や

している。逆に冬期は除雪の

必要がある 
・主要な建物は、２階レベル

で全て接続されている。 
・大きめの風除室によって冬

期の寒さに対応している。 ・各種体育施設にも幹線道
路側にサービス用位置口が

確保されている。建物機能と

配置、屋外空間、道路計画は

一体のものとなっている。

・図書館や学生会館の周囲は

池に面していて、開放的で心

地よく、ここを抜けて本館に

来る学生や教員は多い。 
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4-2-4 配置のルール 
4-2-4-1 領域・スペース 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■：人文学系メイン 

●：総合・文理混合 

◆：医歯学系メイン 

○：理工学系メイン 

□：教育学系メイン 

◇：その他系メイン 

0 0.2 0.4 0.6 0.8 1

～1,000

～2,000

～3,000

～4,000

～5,000

～6,000

～7,000

～8,000

～9,000

～10,000

～12,000

～14,000

～16,000

～18,000

～20,000

～22,000

～24,000

～26,000

～28,000

～30,000

～35,000

～40,000

～45,000

～50,000

～60,000

～70,000

～80,000

～90,000

～100,000

～150,000

～max

㎡
％

・創立 80 周年を記念して造

成した芝生広場。学生が球技

をしたり、バーベキューを楽

しんだりする。 

・北地区の中央広場。学食・

図書館・大学会館に囲まれて

おり、賑わう。 

・傾斜を活かした階段は踏み

面が広く取られており、座る

こともできる。 

・図書館前に芝生広場が設け

られているが、居場所として

の機能も少なく、用途が不明

確である。 

総合・文理混合 

キャンパス 

人文学系メイン 

キャンパス 

医歯学系メイン 

キャンパス 

オープンスペース面積

の累積割合分布 

・噴水と石の広場をつなぐ傾

斜のついた芝生広場。日当た

りもよく、昼の間は休憩す

る」学生の姿をよくみる。

・他に、研究棟の配置の関係

で発生したと思われる所で

は研究棟の採光と通光のた

めにしか機能していない。

・学生が自由に管理運営する

オープンスペースがあり，全

国でも類を見ない。さまざま

な付帯施設が置かれている。

守るべき基準 

目指すべき水準



 

 207

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・ある程度の大きさがあると

居場所となりやすくなって

いる。 
・他に、建物、擁壁に囲まれ

所は、こじんまりとして居場

所として使いやすい。 
・デッキスペースでは、風除

け・日よけ・雨よけや、床面

劣化等の屋外空間に関する

居住性確保が重要となる。

・休憩リフレッシュ用のオー

プンスペースと考えられる。

・芝の管理がされており、快

適性・屋外空間の居住性が確

保されている。 
・他に建物間に設けられたオ

ープンスペースは緑地の確

保、隣棟間隔の確保のためと

考えられる。 

・歩行者用の通路が広くなっ

て出来たオープンスペース。

・未整備地が各所にあり、新

築用敷地が担保されている。

・花壇や樹木、（恐らく）廃

材を利用した木製デッキ等

によってオープンスペース

に変化を与えることで、屋外

の居住性が高まっている。

・敷地北側の大規模な空地は

冬期の除雪した雪を溜めて

おく場所となっている。 
・広場は三方を建物に囲ま

れ、残る一方は２階レベルの

連絡通路によって囲まれて

いる。冬期は南側の講義棟の

影で中央部分まで暗くなる。

・本館正面広場は広いが、イ

ベント時以外はあまり利用

されていない。 
・一方で、実習棟と研究棟の

間の広場は、ヒューマンスケ

ールの適度な規模のため、

様々な用途に活用される。

・一般棟と本部棟に囲まれた

中庭は教室からの出入りも

しやすく学生の利用が多い。

理工学系メイン 

キャンパス 

教育学系メイン 

キャンパス 

その他系メイン 

キャンパス 

・経年的に計画された屋外空間の確保

・風土、気候に適合した建物配置計画
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4-2-4 配置のルール 
4-2-4-2 敷地境界 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■：人文学系メイン 

●：総合・文理混合 

◆：医歯学系メイン 

○：理工学系メイン 

□：教育学系メイン 

◇：その他系メイン 

総合・文理混合 

キャンパス 

人文学系メイン 

キャンパス 

医歯学系メイン 

キャンパス 
0 0.2 0.4 0.6 0.8 1

～5,000

～10,000

～20,000

～30,000

～40,000

～50,000

～60,000

～70,000

～80,000

～90,000

～100,000

～120,000

～140,000

～160,000

～180,000

～200,000

～220,000

～240,000

～260,000

～280,000

～300,000

～320,000

～340,000

～360,000

～380,000

～400,000

～450,000

～500,000

～550,000

～600,000

～max

㎡ ％

敷地面積 

の累積割合分布 

・立地性から通勤・通学に車

両利用が多く車両スペース

が主であるが、歩道スペース

も広く取られている。 

・大学と住宅地との間に存在

する遊歩道。大学側には緑地

帯が存在するため，敷地内部

はほとんど見ることができ

ない。 

・正門付近が広場になってお

り入り口部分が広くなって

いる。 
・キャンパスには正門以外に

小さな出入り口がたくさん

あり周辺からキャンパス内

に入りやすいつくりになっ

ている。 

・海風が強いにもかかわら

ず、防風対策は全くされてい

ない。 

守るべき基準 

目指すべき水準 
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・大学の入口。車両と歩行が

区別されている。 
・入口前の一時滞留場所は広

く、空間的に余裕がある。 

・目立った門等は無く、敷地

境界の区分は弱い。 
・敷地境界面では、学校敷地

内には高木が、歩道内には低

木が植樹され、2層の境界要
素が組み込まれている。歩道

幅員は広い。 

・人文系エリアのキャンパス

入口の車両スペース。周回可

能なスペースが取られ、 
見通しも良く安全である。 
・通行方向に向けて球体の車

止めがあるが、歩行者用スペ

ースが狭く、 
床面も同一のため、歩車分離

と成り難い。 

・入口では、車両はゲートに

よって規制されている 

・建物入口付近には駐車場が

設けられている。立地、建物

内部のプログラムによって

入口の考え方そのものが多

様性増している。 

・校地外周の街路樹。街路樹

は防風林の役目をする。 
・場所によって街路樹の密度

が異なる。 

・車の利用者は、特に境界無

く自由に入り込める。 
・本館正面の階段には塀がな

いため、近所の幼稚園児など

が散歩して構内に入ってく

る。 

理工学系メイン 

キャンパス 

教育学系メイン 

キャンパス 

その他系メイン 

キャンパス 

・風土、気候に適合した敷地境界計画

・キャンパス内への適切な誘導方法 
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4-2-5 広さのルール（屋内） 
4-2-5-1 講義室①（小講義室） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■：人文学系メイン 

●：総合・文理混合 

◆：医歯学系メイン 

○：理工学系メイン 

□：教育学系メイン 

◇：その他系メイン 

0 0.2 0.4 0.6 0.8 1

～0.5

～1.0

～1.5

～2.0

～2.5

～3.0

～3.5

～4.0

㎡/人
％

・スクリーンが 2 つと各種

AV 機器が充実しプレゼンル

ームとして利用されている。

・５０人講義室の様子。大型

液晶画面、ホワイトボードが

備え付けられている。 

・63 人収容の講義室。機器

類も装備されている。 

・椅子席は 3人掛け、可動椅

子となっている。 

・小講義室。80 人以下の講

義室 6 つは 20 人前後のゼミ

室として使われるが、講義対

応の机配置であるために使

いづらい。 

・パソコンは装備されている

が、プロジェクターは必ずし

も配備されていないので、学

生のプレゼンテーションに

パワーポイントが使えない。

総合・文理混合 

キャンパス 

人文学系メイン 

キャンパス 

医歯学系メイン 

キャンパス 

学生１人あたり講義室

面積の累積割合分布 

守るべき基準 

目指すべき水準 



 

 211

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・机が配置されているが、そ

の間隔は通行するには狭い。

OHPのためのスクリーンが設

置されている。 

・机・椅子は固定式。室の大

きさに対する収容人数は最

大まで多く、かなり狭い。

・収容人数の想定（大学運営）

と計画・設計の適合が重要。

・黒板、AV 設備等が備わっ

ている。授業後の机が整理さ

れておらず、乱雑なままであ

る。 

・机・椅子は可動式になって

おり実習・実演に対応する。

・通常規格、机間の幅になっ

ている。大学に通う学生の特

性に併せた教室運用が必要

である。 

理工学系メイン 

キャンパス 

教育学系メイン 

キャンパス 

その他系メイン 

キャンパス 

小・中・大、の講義室の規模による利用方法の特性を踏まえた、教室と

そこに連絡する通路、広場、休憩スペースの計画。 

教室の形状や規模によって生じる、教室内の場所による授業環境の不公

平さを設備等によって低減。 

授業形態のペーパーレス、オンライン化への対応 
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4-2-5 広さのルール（屋内） 
4-2-5-1 講義室②（中講義室） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■：人文学系メイン 

●：総合・文理混合 

◆：医歯学系メイン 

○：理工学系メイン 

□：教育学系メイン 

◇：その他系メイン 

0 0.2 0.4 0.6 0.8 1

～0.5

～1.0

～1.5

～2.0

～2.5

～3.0

～3.5

～4.0

㎡/人
％

・教室の縦・横比が問題。後

部座席では黒板の文字を読

むのが困難。 

・教室そのものの大きさは、

99 人収容で 158 ㎡ 

・天井にはスクリーン装備。

黒板とスクリーンを同時に

使えない。 

・153 人収容の講義室。機器

類は大講義室と同様。モニタ

ーはなく、手動ブラインド、

3人掛け椅子となっている。

総合・文理混合 

キャンパス 

人文学系メイン 

キャンパス 

医歯学系メイン 

キャンパス 

学生１人あたり講義室

面積の累積割合分布 

守るべき基準 

目指すべき水準 
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・室形状が細長く天井が高

い。授業運営の中で防音、空

調、視線などの検討が必要と

なる。 

・スクリーン・スピーカーは

設置されているがプロジェ

クターは使う毎に教務課で

借りるようになっている。

・窓が右側にあるため手暗が

りになる。 

・中教室（１４０名） 縦長

の教室で階段状になっては

いるが、後方の学生からは教

壇を遠く感じる。AV システ

ムがそれを補っている。出入

り口は前後合わせて４ヶ所。

・100 名収容の中講義室。中

間にプラズマディスプレイ

が備えてあり、機器を使った

プレゼンテーションがしや

すい。 

理工学系メイン 

キャンパス 

教育学系メイン 

キャンパス 

その他系メイン 

キャンパス 
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